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【プレスリリース概要】 
 北海道教育大学旭川校教育学部 理科教育専攻 卒業生の猪股壮大と工藤雄大、及び本学教員の小

山耕平は、本学在学中における卒業研究の成果として、近年着目されている人間活動による植物の

移動・分散の例としての靴への付着によるオオバコの種子の散布効率が、都会で想定される様々な

条件下において路面や靴の種類により異なることを実験により明らかにしました。 
 
【解説】 

人間活動による植物の移動・分散は、都会における雑草の生存にとって重要であるだけでなく、

近年では、都会から遠く離れた自然公園のある高山地域においても、登山道などにおける外部から

の種子の持ち込みなどが大きな問題となっています。 
そこで本論文では、都会で身近な草本オオバコ（Plantago asiatica L.）の種子の靴への付着散布に

着目しました。オオバコの種子は、濡れると切手の「のり」のような粘液をつくり、靴や動物の表面

に付着して散布されることが知られています（これを「付着散布」といいます）。都会で想定様々な

条件下において実際にどの程度散布されるかを、オオバコの踏み付け実験、および、様々な靴の種

類および路面の種類を比較した歩行実験により明らかにしました。 
その結果、固いアスファルトの路面は柔らかい芝生と比較して短距離の移動において種子が落ち

やすく、また、固い靴底（長靴や革靴など）は柔らかい靴底（サンダルなど）と比較して短距離の移

動（歩行 50 m 以内）において種子が落ちやすいことが分かりました。また、最終的に 1km 歩行した

後でも、最初に靴底に付着した種子の 2.7%–15.7%の種子が残存することが分かりました。これらの

結果から、オオバコの種子が人間によって散布される距離は、靴や路面の素材によって変わること、

またこのように条件により効率は異なるが、いずれの条件下においても 1km 以上の長距離の移動が

可能であることが明らかになりました。今後、本研究の成果から、不用意な種子の持ち込みを防ぐ

方法の開発や、種子が移動しにくい路面・靴の素材の改良などへの応用が期待されます。 
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図：（上段左）オオバコの種子（乾燥状態）（上段中）水に濡れて種子粘液を生じた種子 （中段

左）オオバコの踏み付け実験（中段右）踏み付け後種子の付着数（下段左）歩行後の種子の残存

率：固いアスファルト路面（●）の歩行では初期に残存率が小さく（落下した種子の割合が大き

く）、柔らかい芝生（●）の歩行では残存率が大きかった。（下段右）固い靴底（長靴・革靴）

は、近距離での残存率が小さかった。 
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